
３月に入り、窓越しの陽ざしの暖かさを実感できるようになりました。先月までは気温が低く、肌寒い日が続

いていましたが、これから少しずつ春に近づいていきますね。今年は厳しい寒さのせいか、関西地区の梅の開花

時期が、例年よりも遅く先月末頃になりました。早く暖かくなって、桜の開花が待ち遠しいです。まだまだ、新

型コロナ感染症に気をつけながら、体調管理をしなければならない日々が続いて、精神的にも疲労して来ますが、

どうか皆様、心身ともに労り、休みも取りながら、忙しい年度末を乗り切ってください。院長の喜多です。 

例年、春一番のニュースが流れると、やっと冬が終わるんだなぁと感じています。子供の頃に、キャンディー

ズの「春一番」という歌を聞いて、歌詞から何となくその意味は想像していましたが、実は、「春一番」は、気象

庁の用語で、立春から春分までの間に、広範囲に、初めて吹く、暖かくやや強い南寄りの風、ということになっ

ています。（もし、立春の２月４日０時から春分の３月 20日 24時までの間に、この風が吹かない場合は、その

年の春一番は吹かなかったということになります。）実際に運用されている「春一番」の定義、条件は、各地域の

気象台ごとに違います。例えば、滋賀のある近畿管轄の大阪管区気象台の場合は、①立春から春分の間、②低気

圧が日本海にある、③最大風速毎秒８ｍ以上、④南寄りの風、⑤最高気温が前年または前日より高い、が条件に

なります。（四国の高松管区気象台の場合は、最大風速が概ね毎秒 10ｍ以上という条件となります。） 

また、春一番の後の強風の季節は、スギ花粉の飛散の本格的なシーズン突入と重なりますので、花粉症のヒト

にとっては、とてもつらい季節が始まります。私も、高校生の頃から花粉症があり、３月と４月は、目がかゆく、

鼻水が続いたり、のどが渇き、お腹の調子が崩れたりと、実は春先には良い印象がなく、お花見も少し苦手です。 

コロナ禍のせいもあり、冬はほとんど外出を控えて、外で歩くこともなくなり、すっかり運動不足に陥りまし

た。以前は日課にしていたフィットネスのテレビゲームも、夏以降はさぼってしまい、現在の体重増加に愕然と

しました。花粉症とコロナ禍で、外で体を動かす機会が確実に減ってしまうので、先月末から、ボクシング・フ

ィットネスのテレビゲームソフトを、自分の誕生日プレゼントとして購入し、１日約３０分程ですが始めました。

来月から、ボクシングのゲームによる運動の成果を、懲りずに、少しずつご報告出来たらと思います＜笑＞。 

きた歯科医院 

<お知らせ> 携帯電話ショートメールでの連絡サー

ビスをこれから開始致します。ご連絡がないキャン

セルの場合などにもお知らせ致します。どうかよろ

しくお願い致します。 

＜医院前の交通規制のお知らせ＞ ７月末頃

まで、工事のため、終日一方通行となります。

ご不便をおかけしますが、どうかご協力をお

願い致します。 
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